
研修の概要

●実 施 日 令和５年１１月１３日（月）

●研 修 先 京都市南部クリーンセンター

　同　環境学習啓発施設　さすてな京都

　　京都市伏見区横大路八反田２９

●参加人数 １８人（センター議員１１人、構成市職員１人、センター職員６人）

●研修目的 　現在、センターでは、ごみ・し尿処理施設、斎場の運営を行っていますが、令和１０年度を
目途にすべての施設の一極集中での整備を進めています。各施設ともに住民生活に直結し
ていること、また全ての施設の更新と運営には多額の経費が必要となることから、将来にわ
たる長期的な施設運営を見据え、利便性と効率性を確保していくために、議会の立場で
様々な検討をしていく必要があります。
　こうしたことから、センターが計画する施設と同様のバイオガス化施設を併設した熱回収施
設を整備稼働されている京都市南部クリーンセンターを見学し今後の検討の参考とするた
め、今回の研修を実施しました。
　
　【京都市南部クリーンセンター】
　○使用開始年度　2019年度
　○施設処理能力　熱回収施設　500ｔ／日
　　　　　　　　　　　　　バイオガス化施設　60ｔ／日
　○施設余熱利用状況　場内温水、場内蒸気、発電（場内・場外利用）
　　　　　　　　　　　　　　　　※年間発電量　14,000kW（およそ22,000世帯分）
　　　　　　　　　　　　　　　　※余剰分は売電

研修内容

　 １２：３０ クリスタルプラザ出発

１４：００ 京都市南部クリーンセンター到着

研修開始・施設見学
　京都市南部クリーンセンター職員の方から、令和元年に供用開始した施設の概要を映像
を交えて説明を受ける。その後、施設運営の工夫や環境学習施設の受入状況など、質問事
項に対する説明を受けました。
　また、施設の見学通路順に、ごみの受入から、熱回収施設とバイオガス化施設それぞれに
分かれる工程と各処理方法について説明を受けました。

【関連リンク】

さすてな京都 (sustaina-kyoto.jp)

１６：００ 京都市南部クリーンセンター出発

１８：３０ クリスタルプラザ  到着

令和５年度　湖北広域行政事務センター議会議員研修



◆研修の様子


